
地域とともに進める防災への備え 

 

本校は木曽町福島の伊谷地区に位置し、日頃から地域の皆様とのつながりを

大切にしています。子どもたちは、地域の自然や人々との関わりを通して、多くの

ことを学びながら成長しています。 

毎年9月の第 1週には、地震を想定

した避難訓練を実施しています。今年

も伊谷地区の皆様が避難してきたとい

う想定のもと、区長様をはじめ地区役

員の皆様にご来校いただき、訓練の様

子をご覧いただきました。地域の方々

と一緒に防災について考える機会は、

子どもたちにとっても大変貴重な学びとなっています。 

また、本校の近くには八沢川が流れており、子どもたちが学習活動などで訪れ

る身近な場所となっています。一方で、近年は全国各地で大雨による被害が発生

しており、河川の増水や土砂災害への備えの重要性が高まっています。本校では、

伊谷地区および木曽町と協定を結び、災害時には学校を一時避難所として開設

できる体制を整えています。 



今年も木曽町役場危機管理室の担当者様

と伊谷区長様にご来校いただき、避難所開

設に関する打ち合わせを行いました。 

打ち合わせでは、ハザードマップを用いて

本校周辺の危険箇所を確認したほか、災害

時の対応手順や備蓄している食料・防災用

品の保管場所、さらに福祉避難所として使用さ

れる寄宿舎の設備や運用についても確認しまし

た。 

また、先日、木曽町内の一部地域において、

警戒レベル 4 の土砂災害に関する避難指示が

発令されたことを踏まえ、その際の情報提供の

あり方や情報の確認方法についても意見交換を行いました。避難指示の対象と

なる地区名など、より具体的な情報が共有されることで、地域や学校が状況を正

確に把握し、迅速な対応につなげやすくなることを確認しました。 

今回の打ち合わせを通して、さまざまな災害を想定しながら、地域と学校が連

携して備えを進めることの大切さを改めて確認する機会となりました。 

今後も地域の皆様や関係機関と連携しながら、子どもたちと地域の安全・安心

を守るための取組を進めてまいります。 


